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学部長ご挨拶  立命館大学文学部長  遠
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藤
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立命館大学文学部校友の皆さまには、日頃より学部へのご支援・ご
協力を賜っております。この場をお借りして、厚く御礼申し上げます。
おかげさまをもちまして、2023年度には合計967名の新たな校友
会会員を迎えることができました。

ご承知のように、昨年2023年1月20日（金）に新型コロナウイルス
感染症の感染症法上の位置付けを見直す方針となり、5月8日（月）か
ら感染症法上の５類感染症に位置づけられることになりました。そう
して現在では、非常に多くの観光客が国内外から京都市内を再び訪
れるようになっています。あまりにも観光客が多いために、学生たち
が通学のためのバスに乗れないといったことも珍しくありません。

こうした政府方針とともに、立命館大学でも昨年度に、BCP

（Business Continuity Planning：事業継続計画）の運用が停止さ
れるにいたりました。授業は対面授業となり、キャンパスにも、かつ
てのような賑わいが戻っているように思います。ただ社会においては、
感染症だけではなく、災害や戦争をはじめ、心をいためる様々な出来
事・災害・事件・事故がいまも起こっています。2024年1月1日16時
10分に起こった能登半島地震もそうです。この災害では、校友の皆
さま、そして学生や教職員の中には、ご家族、ご本人、ご友人が被災さ

れ、大変にご苦労されておられるという方も
おられると存じます。それらの方々には、心
よりお見舞いを申し上げます。

このように、私たちの社会は多くの諸課
題や困難に直面していると言えます。立命館大学は、こうした社会
の諸課題や困難を解明し、それらを解決する方途を探り、新しい未
来をみずからの意志でたぐりよせていくこと（futurize）が可能な人
間を育成できるよう、チャレンジデザインR2030という中長期計画
を策定し、「次世代研究大学」を目指し始めています。私たちは既存
の「常識」を疑い、柔軟な思考で物事を考え、新しい「社会の希望」す
なわち「社会共生価値」を創出していかなくてはなりません。

文学部における人文科学の学びと研究は、そこにこそ重要性を発
揮すると言えます。そのような文学部の力は、校友の皆さまが支えて
きてくださったおかげです。これまでの文学部、文学研究科の発展は、
校友の皆さまの支えがなければ決してかなわなかったものです。改
めて感謝申し上げますともに、今後も共に学び、成長する文学部に対
しての変わらぬご支援をお願い申し上げます。

2024年度 文学部校友会 懇親会のご案内
2024年11月24日（日）
11：30～14：30（10：30～受付開始）

ホテルオークラ京都（翠雲の間）
〒604-8558　京都市中京区河原町御池　TEL.075-211-5111

地下鉄東西線「京都市役所前駅」直結

時 所

申込期限立命館大学文学部校友会HP▶「イベント」▶「懇親会参加申込」（https://
secure.ritsumei.ac.jp/forms/ltalumni/events/）からお申し込みください。

文学部校友会員※・文学部卒業生
※ 立命館校友と文学部校友は異なりますのでご注意ください（詳細は会報P.8「入会案内（2006年度以前にご卒業の皆様）」をご覧ください）。

定員  会場定員150名（応募者多数の場合は先着順となります）

Web申込

参加対象

校友会報「LETTERS（Vol.16）」内の折り込みハガキに必要事項をご記入の
上お申し込み下さい（切手不要）。ハガキ申込

［お問合せ先］ 立命館大学文学部校友会事務局 〒603-8577　京都市北区等持院北町56-1　TEL：075-465-8187　FAX：075-465-8188　
E-Mail：ltalumni@st.ritsumei.ac.jp　HP：http://www.ritsumei.ac.jp/ltalumni/

最新情報は文学部校友会のホームページやFacebookでご案内させていただきます。

2024年10月25日（金）
〈必着〉

講演会（60分程度） 寄席（30分程度）

演題

「デジタル・ヒューマニティーズ」と文学部
赤
あか　ま

間 亮
りょう

教授 
（日本史研究学域・日本文学専攻） 

出張立命寄席 
立命館大学落語研究会

赤間亮教授  
文学部日本文学専攻に所属し、視覚資料による日本文化研究をテー
マとする。絵巻や絵本、浮世絵から写真、演劇、伝統芸能、マンガ、
アニメ、ゲームなどに代表される日本人の優れた視覚型表現に注
目し、それらの文化資源のデジタル化による情報分析から歴史事
象の解明に切り込む。近著に『共振するデジタル人文学とデジタル
アーカイブ』（勉誠社、2023年刊行）がある。

立命館大学落語研究会  
落語や下座、漫才、コント、大喜利などを主な活動とする学芸総部公
認団体。年に複数回開催される定期公演では、舞台設営から出囃子、
演出、音響まで全てを自分たちで手掛ける。学生落語で最大規模の大
会「策伝大賞」への挑戦、
他大学との合同寄席、学
園祭、地域の人々からの
主演依頼にこたえるなど、
精力的に活躍している。

文学部校友会員 2,000円
非会員（入会いただいていない方・同伴の方） 3,000円参加費

懇親会に参加をご希望の方は以下のどちらかの方法でお申込み下さい

23年度に引き続き立命館大学交響楽団も出演します！

2023年度 文学部ゼミナール大会 文学部校友会長賞 受賞者コメント

ファンタジーの「本質」を探る
英語圏文化研究ゼミ Eℓf

この度は、2023年度文学部ゼミナール大会において、文学部校友会長賞を頂き、大変光栄に感じて
おります。私たち英語圏文化研究ゼミ「Eℓ f」は、2022年度から「ファンタジーと文学」をテーマに研
究を続けてきました。古今東西、ファンタジーは私たちの身の周りにあるものでしたが、それは多くの場
合「子どもの読みもの」としての存在であり、研究対象とみなされない傾向にあります。しかし、私たち
は、ファンタジーの虚構性にこそ、むしろ現実（真実）が描出されているのではないかと考え、『ナルニア
国物語』と『ライラの冒険』の作品分析を行いました。

大会では、先生方や院生の先輩方から多くのアドバイスを頂き、私たちの研究を更に進化させる貴重
な機会になりました。また、予選会を含めて、自身の所属していない学域・専攻のレベルの高い発表を聴
くことで、新たな視点を取り入れる良いきっかけになりました。

Eℓfは、学年や専攻を越えて活動する自主ゼミとして発足し、2年連続での出場となりました。今後も
躍進を続け、次の代になっても皆さんにこの場でご挨拶をさせていただくことになると思いますので、楽
しみにしておいていただけると幸いです。
 書き手 遠藤 明日香

吉村 京花（当時4回生、英語圏文化専攻） 上田 真白（当時4回生、英語圏文化専攻）
師田 彩花（当時3回生、英語圏文化専攻） 遠藤 明日香（当時2回生、国際英語専攻）

※託児サービス（キッズスクウェア）利用可能　開催時間分の50％の料金を補助します　※食品のアレルギーがあれば参加申込の際にご記載ください。

伝言板
第49回英米文学同窓会

【日時】 2024年11月24日（日）、15：00受付開始、15：30～17：00総会・懇親会
【場所】 ホテルオークラ京都

※詳細は8月頃に発行予定の英米文学同窓会会報をご覧ください。

2024年度地理学・地域観光学同窓会イベント
【日時】 2024年11月30日（土）、10：30～12：00頃

河島一仁先生ミニ巡検（衣笠界隈）他イベント開催予定（衣笠キャンパス内）
※詳細は同窓会だより、地理学・地域観光学同窓会webにて。

2023年度卒業生（2023年9月～2024年3月卒）、 
卒業後10年（2014年度：2014年9月～2015年3月卒）、 

卒業後50年（1974〔昭和49〕年）の
文学部校友会員の方は無料でご招待いたします。

無料招待枠


